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●外壁下地材
●屋根下地材
●強力型角型間仕切下地材
●倉庫業法2500Ｎ/㎡仕様
●新角型間仕切下地材
●ふかし壁下地材
●SATOCK床下地システム
●耐震スマート天井
●ゆるまないブレース材上端取付金具スマートギヤロック
●耐震スマート天井ライト
●タンゴ天井
●ドウコ天井

●軽鉄天井・軽鉄壁下地材
●SATOCK耐震天井
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建築用鋼製下地材は日本産業規格に基づいて、
日本産業規格表示許可工場にて製造されたものです。

軽鉄天井下地、及び壁下地システムの
主材を成す各チャンネル、バー材、スタッド材、
ランナ材等は全て冷間ロール成型機にて成型、加
工されるものであります。冷間ロール成型機とは
多段に設定されたロール間に鋼板を順次通過さ
せ、各段に于いて分担せしめた曲角が終了して次
段のロールへと続き、最終段に于いて完成品とな
る様に設計された機械であります。尚この様にし

て出て来た製品は走行断機によって定寸にカット
され完成品となります。然しながらこの様にし
て出来る製品の良し悪しは全てロールによって決
まると云っても過言では有りません。弊社は特に
ロール設計については多くのノウハウを有し、又
冷間ロール成型機の卓越した操作技術と相まって
優秀な製品を世に送り出しているのであります。

建築用鋼製下地材は軽鉄天井下地材と軽鉄壁下材とに
大別されます。

冷間ロール成型機について。

軽鉄天井下地材 軽鉄壁下地材
内装工事の中に于ける天井工事のしめる比重は非常に大きいも
のが有ります。美しい内装工事の仕上りを期する場合、其の一
番重要なポイントは天井工事に有るとさえ云われて居ります。
そして、其の天井下地部材の強度、精度、バランスが整った下
地材で天井を施工して行く事が大切な事は申し上げる迄も有り
ません。
以上の様な事を総合的に判断し、三拍子揃った製品として製造
されているものが　　　　　軽鉄天井下地材であります。弊社
ではチャンネル、バー材、そしてそれに使用する部品は全て一
貫して自社生産しておりそれらの品値は万全と自負しておりま
す。

最近の建築はA.L.C板等に代表されるが如くに、出来る丈乾
式の工法を取り入れるべく様式が変化して来て居ります。内装
壁工事に于きましても例外にもれず、湿式から乾式への移行が
激しく行われて居ります。

軽鉄壁下地はこの様な傾向から生み出されたもので
ありまして、其の特長としましては、
⑴断面形状から見てⅠ型をしており材料強度が非常に大きい。
⑵組立て施工が非常に簡単で、工期が短い。
⑶�他の方式に比較して材料が軽量である為、建物の荷重が軽減
される。

⑷�壁中に吸音材を入れ、ボード貼りをすれば、遮音効果が大き
い。又ボードを二重貼りにすれば遮音効果は更に大きくなる。

⑸電気、電話等の配管が自由に出来る、等です。
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１ 軽鉄天井下地部材

軽鉄天井下地材

⑵一般普及製品（一般材19形） �

⑶構成部品

形
形

形
形

形 形

形 形 つりボルト

�

JIS製品は　マークとSATOCK-Yの刻印が附してあります。

形 形 形
19形

JIS製品は　マークとSATOCK-Yの刻印が附してあります。

形 形 形
25形
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２  　　　　　軽鉄天井下地部材断面性能表
名
　
称

形　　　状 製品記号 寸　　　法
C×B×T㎜

単位重量
W㎏ /m

断面積
㎠

断面二次
モーメント 断面係数 断面二次半径 重心位置

Jx㎝4 Jy㎝4 Zx㎤ Zy㎤ ix㎝ iy㎝ Cx㎝ Cy㎝

野
縁
受

CC−19 38×12×1.2 0.553 0.704 1.38　 0.0846 0.726 0.0921 1.40　 0.347 0.281 −

CC−25 38×12×1.6 0.722 0.923 1.78　 0.107　 0.937 0.120　 1.39　 0.340 0.310 −

野
　
　
　
　
縁

CS−19 19×25×0.5 0.29　 0.369 0.171 0.421　 0.148 0.337　 0.681 1.07　 − 0.747

CW−19 19×50×0.5 0.399 0.509 0.223 1.93　　 0.162 0.772　 0.662 1.95　 − 0.527

CS−25 25×25×0.5 0.341 0.434 0.349 0.478　 0.234 0.382　 0.897 1.05　 − 1.01　

CW−25 25×50×0.5 0.446 0.568 0.428 2.26　　 0.250 0.904　 0.868 1.99　 − 0.788

３  建築用鋼製下地材（天井）JISA6517-2010抜粋
⑴天井下地材の形状・基準寸法・許容差及び材料 �

構成部材 記号
幅（A） 高さ（B） 板厚（t）b） 長さ（L）a）

基準寸法 許容差 基準寸法 許容差 基準寸法 基準寸法 許容差

シングル野縁
CS−19

25
±1.5

19

±0.5 0.5
4000
5000

＋40
0

CS−25 25

ダブル野縁
CW−19

50
19

CW−25 25

野縁受け
CC−19

38 ±0.5 12 ±1.5
1.2

CC−25 1.6

※注a）長さ（L）は、それぞれの記号の長さの上限内において受渡当事者間の協定によって定めてもよい。
　　b）板厚（t）の許容差は、JIS G 3302及びJIS G 3321による。

天井下地材の構成部材の寸法

単位 ㎜
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附属金物の種類
天井下地材の種類

19形 25形

つりボルト

ねじの種類 3/8ウイット転造ねじ
山の角度（参考） 55°程度
山数／インチ（参考） 16山

外径
基準寸法 9.0

許容差 ＋0.3
0

有効径
基準寸法 8.1

許容差 ＋0.2
0

ナット

ねじの種類 3/8ウイットねじ

二面幅
基準寸法 17

許容差 ＋0
−0.7

高さ
基準寸法 8.0

許容差 ＋0.4
−0.3

山の角度（参考） 55°程度
山数／インチ（参考） 16山

内径（参考）
基準寸法 7.7

許容差 ＋0.4
0

ハンガa） 板厚 2.0以上
クリップa） 板厚 0.6以上 0.8以上
シングル野縁ジョイントa） 板厚 0.5以上
ダブル野縁ジョイントa） 板厚 0.5以上
野縁受けジョイントa） 板厚 1.0以上

※注a）�板厚の許容差は、JIS G 3302又はJIS G 3321によるものとし、他の寸法（幅、高さなど）については、受渡当事者間の協定による。

天井下地材の附属金物の寸法 単位 ㎜

鋼製下地材 構成部材 附属金物 適用JIS

天井下地材

シングル野縁、
ダブル野縁、
野縁受け

ハンガ、クリップ、
シングル野縁ジョイント、
ダブル野縁ジョイント、
野縁受けジョイント

JIS G 3302：�種類及び記号は、冷延原板のSGCC又はSGC400とし、熱延原
板はSGHC又はSGH400とする。めっきの付着量は、めっきの
付着量表示記号のZ12以上とする。

JIS G 3321：�種類及び記号は、冷延原板のSGLCC又はSGLC400とし、熱延
原板はSGLHC又はSGLH400とする。めっきの付着量は、めっ
きの付着量表示記号AZ90以上とする。

− つりボルト、ナット
JIS G 3505：�種類及び記号は、SWRM8、SWRM10又はSWRM12とする。ま

た、JIS H 8610に規定する1級以上、JIS H 8625に規定する1級
CM1A以上又はこれと同等以上の防錆処理を施したものとする。

※注a）受入れ時の鋼材検査証明書などによって確認する。

材料
　鋼製下地材の構成部材及び附属金物に使用する材料は、下表又はこれと同等以上の品質をもつものでなければならない。
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性　能　項　目 性　　能 試験箇条

構成部材の形状安定性
横曲がりa） 2L/1000以下a） 9.3.1

反りb） 2L/1000以下b） 9.3.2

載荷強さ
下向き載荷

野縁
最大たわみ量 10以下

9.5.1a）

残留たわみ量  1以下

野縁受け
最大たわみ量  5以下

9.5.1b）

残留たわみ量  1以下

上向き載荷 野縁 最大たわみ量  5以下 9.5.2

⑵品質及び性能

天井下地材の性能 単位 ㎜

外観
　天井下地材の外観は、9.1によって試験を行い、次の規定に適合しなければならない。
a）天井下地材の構成部材及び附属金物の外観は、使用上支障のあるねじれ及び変形があってはならない。
b）天井下地材の構成部材及び附属金物の外観は、使用上有害な引っかききず、凹凸及び汚れがあってはならない。
性能
　天井下地材の性能は、箇条 9によって試験を行い、下表の規定に適合しなければならない。

⑶表　示
当社の日本産業規格製品（野縁及野縁受け等）には下記のマーク（刻印）が附してあります。

※注a）横曲がりの測定箇所（A）及びLは、別紙図による。
b）反りの測定箇所（B）及びLは、別紙図による。

⑷施工手順
①�つりボルトにハンガを取付ける。締め付け固定用ナットはハンガの位置が調節出来る様に間隔をあけて
取付けておく。
②天井インサート等につりボルトをねじ込む。この場合最後迄つりボルトをガッチリねじ込む。（図②参照）
③�38チャンネルをハンガに嵌合揷入する。この場合38チャンネルの向きを良く見て揷入する事が大切であ
る。（図③参照）
④�38チャンネルに対し、Ｓバー、Ｗバーを指定された間隔にて各々、Ｓクリップ、Ｗクリップにて固定す
る。ここで最も大切な事はＳクリップにしろＷクリップにしろ必ずクリップの向きを交互にさせて取付
ける事。これが不完全だと天井落下の原因となる。（図④参照）
⑤�最後に天井高、水平等を調節して、ハンガを上下のナットでガッチリ固定する。ナットの固定が不完全
だと天井のアバレの原因となる。

② ④③

−　 −6



１  天井野縁標準割付図
3'×3'角ボード貼上用

3'×6'角ボード捨貼用

軽鉄天井下地施工要領
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1.5'×3'角ボード貼上用

スパンドレル貼上用
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２  下り壁詳細図
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３  天井と壁の納り詳細図

４  開口部詳細図
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５  カーテンボックス納り詳細図

６  スパンドレル天井詳細図

７  リブラス下地詳細図
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仕様例 プラスターボード捨貼
岩綿吸音板仕上

プラスターボード捨貼
寒冷沙貼仕上

けい酸カルシウム板
底目地貼

インサート 900×900 900×900 900×900
φ9つりボルト500 900×900 900×900 900×900
野縁受C―38 900 900 900
野縁Ｓバー 364 303〜364 303〜364
〃 Ｗバー 1820 1820 1820

目地 突付 突付 底目地板
ボード類 プラスターボード9.5t プラスターボード9.5t けい酸カルシウム板6t
仕上 ロックウール化粧吸音板9t Ｖカット突付貼 　　　　〃
下地重量 3.0〜3.2 3.3〜3.6 3.4〜3.8
仕上材重量 10.3〜11 6.6 6.4
合計 13.3〜14.2 9.9〜10.2 9.8〜10.2

ボード捨貼り
910×1,820

ボード仕上貼り
910×910

ボード仕上貼り
455×910

ボード仕上貼り
910×1,820 スパンドレル貼り

3/8つりボルト 本 1.5　 1.5　 1.5　 1.5　 1.5　
3/8ナット ケ 3.0　 3.0　 3.0　 3.0　 3.0　
ハンガ ケ 1.5　 1.5　 1.5　 1.5　 1.5　
38チャンネル 本 0.3　 0.3　 0.3　 0.3　 0.3　
Ｓバー 本 0.6　 0.5　 0.56 0.7　 0.55
Ｗバー 本 0.16 0.25 0.56 0.16 −
Ｓクリップ ケ 2.9　 2.8　 3.0　 3.5　 3.0　
Ｗクリップ ケ 0.7　 1.5　 3.0　 0.7　 −
Ｓジョイント ケ 0.5　 0.45 0.55 0.6　 0.55
Ｗジョイント ケ 0.15 0.25 0.55 0.15 −
Ｃジョイント ケ 0.26 0.26 0.26 0.26 0.26

部材名

仕上の種別

単位

８  天井下地組寸法概要・重量表及び使用数量

仕上材の種類 寸法（板厚） 野縁の間隔 摘　　　要Ｓバー Ｗバー

繊維強化セメント板
化粧貼

（大平板、フレキシブル板）  けい酸カルシウム板

910×1820×5t 303 1820又は910

ドライウォールビス止

　　 〃 　　6t 303 1820又は910
　　 〃　　 8t以上 303 1820又は910
910×910×5t 303 910
　　〃 　　6t 303 910
　　〃 　　8t以上 303 910

プラスターボード
ラスボード
化粧ボード
ジプトーン類

化粧貼
（突付貼）

910×1820×9.5t 303 1820又は910 ドライウォールビス止　　　〃 303 1820
910×910×9.5t 364 910 9107入れ子も有り

捨貼 910×1820×9.5t 303 1820又は910 ドライウォールビス止　　　〃 364 1820
木毛セメント板類
パーティクルボード類

910×1820×12t 303 1820又は910 ドライウォールビス止
丸座金使用910×1820×15t以上 303 1820又は910

スパンドレル 幅各寸法 300〜450 外部については強度検討要
ラスモルタル類 C－19チャンネル300〜450 力骨、結束を必ず行う

天井下地組寸法

天井下地重量表

軽鉄天井下地材 1 ㎡当りの使用数量
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１  　　　　　壁下地部材

軽鉄壁下地材

スタッド、ランナ、振れ止め等のJIS製品には　マークとSATOCK-Yの刻印が附してあります。

スタッド ランナ 補強材 振れ止め
JIS規格材 一般材 JIS規格材 一般材 JIS規格材 一般材 JIS規格材 一般材

品
質�

サ
イ
ズ

板厚＝0.8
亜鉛の付着量
Z12（120g/㎡）以上
AZ90（90g/㎡）以上

亜鉛の付着量
Z12（120g/㎡）
又はZ08（80g/㎡）

板厚＝0.8
亜鉛の付着量
Z12（120g/㎡）以上
AZ90（90g/㎡）以上

亜鉛の付着量
Z12（120g/㎡）
又はZ08（80g/㎡）

亜鉛の付着量
Z12（120g/㎡）以上

亜鉛の付着量
Z12（120g/㎡）
又はZ08（80g/㎡）

板厚＝1.2
亜鉛の付着量
Z12（120g/㎡）以上
AZ90（90g/㎡）以上

亜鉛の付着量
Z12（120g/㎡）
又はZ08（80g/㎡）

50
形 −

65
形

75
形

90
形

100
形

板厚
1.6
（1.6）

40
(50)
※50×30×10×1.6
　50 の場合リップあり

20
(30)

板厚
2.360

(65)

30

10

板厚
1.4（1.2)（1.4)

60
(65)

30

10

板厚
2.375

45

15

板厚
1.475

45

(10)

(30)

(90)

15

板厚
2.375

45

(20)

(50)

(100)

15

板厚
1.4100

50

20

スペーサ参考図

サイズ：50、65、75、90、100形
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２  　　　　　壁下地断面性能表

３  建築用鋼製下地材（壁）JISA6517-2010抜粋
⑴種類及び記号 �

名
　
称

形　　　状 製品記号 寸　　　法
C×B×T㎜

単位重量
W㎏ /m

断面積
㎠

断面二次
モーメント 断面係数 断面二次半径 重心位置

Jx㎝4 Jy㎝4 Zx㎤ Zy㎤ ix㎝ iy㎝ Cx㎝ Cy㎝

ス
タ
ッ
ド

WS−50 50×45×0.8 1.017 1.36　 6.27 3.15　　 2.51　 1.19　　 2.15　 1.52　 1.85　 −

WS−65 65×45×0.8 1.114 1.48　 11.2　　 3.45　　 3.45　 1.21　　 2.75　 1.53　 1.74　 −

WS−75 75×45×0.8 1.210 1.57　 15.8　　 4.29　　 4.21　 1.45　　 3.17　 1.65　 1.54　 −

WS−90 90×45×0.8 1.307 1.69　 23.7　　 4.63　　 5.27　 1.52　　 3.74　 1.66　 1.46　 −

WS−100 100×45×0.8 1.371 1.77　 30.1　　 4.86　　 6.02　 1.56　　 4.12　 1.66　 1.41　 −

振
れ
止
め

WB−25 25×10×1.2 0.393 0.500 　0.439 0.0443 0.351 0.061　 0.937 0.298 0.272 −

WB−19 19×10×1.2 0.336 0.428 　0.227 0.0404 0.239 0.0584 0.728 0.307 0.308 −

鋼製下地材 区分記号 構成部材の組合せ

壁下地材

50形 WS－50、WR－50、WB－19及びスペーサを組み合わせたもので、
スタッドの長さが2.7m以下のもの。

65形 WS－65、WR－65、WB－25及びスペーサを組み合わせたもので、
スタッドの長さが4m以下のもの。

75形 WS－75、WR－75、WB－25及びスペーサを組み合わせたもので、
スタッドの長さが4m以下のもの。

90形 WS－90、WR－90、WB－25及びスペーサを組み合わせたもので、
スタッドの長さが4.5m以下のもの。

100形 WS－100、WR－100、WB－25及びスペーサを組み合わせたもので、
スタッドの長さが5m以下のもの。

壁下地材の構成部材の組合せ

性　能　項　目 性　　能 試験箇条

構成部材の形状安定性
横曲がりa） ランナ及びスタッドはL/1000以下a）

振れ止めは2L/1000以下a） 9.3.1

反りb） 2L/1000以下b） 9.3.2
載荷強さ 最大残留たわみ量 2以下 9.4.1

耐衝撃性
最大残留たわみ量 10以下

9.4.2
部材の折れ及び外れ あってはならない

⑵品質及び性能 �

壁下地材の性能

外観
　壁下地材の外観は、9.1によって試験を行い、次の規定に適合しなければならない。
a）壁下地材の構成部材及び附属金物の外観は、使用上支障のあるねじれ及び変形があってはならない。
b）壁下地材の構成部材及び附属金物の外観は、使用上有害な引っかききず、凹凸及び汚れがあってはならない。
性能
　壁下地材の性能は、箇条 9によって試験を行い、下表の規定に適合しなければならない。

※注a）横曲がりの測定箇所（A）及びLは、別紙図による。
　　b）反りの測定箇所（B）及びLは、別紙図による。

単位 ㎜
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⑶壁下地材の形状・基準寸法・許容差及び材料

スタッド ランナ 振れ止め

構成部材 記号
幅（A） 高さ（B） 板厚（t）b） 長さ（L）a）

基準寸法 許容差 基準寸法 許容差 基準寸法 基準寸法 許容差

スタッドC）

WS−50 50

±0.5 45 ±1.0 0.8

2400
2700

＋40
0

WS−65 65
2700
3000
3500
4000

WS−75 75
3000
3500
4000

WS−90 90 4000
4500

WS−100 100 4500
5000

ランナ

WR−50 52

±0.5 40 ±1.0 0.8 4000 ＋40
0

WR−65 67
WR−75 77
WR−90 92
WR−100 102

振れ止め
WB−19 19

±1.5 10 ±1.5 1.2 4000
5000

＋40
0WB−25 25

※注a）長さ（L）は、それぞれの記号の長さの上限内において受渡当事者間の協定によって定めてもよい。
b）板厚（t）の許容差は、JIS G 3302及びJIS G 3321による。
C）�スタッドには、振れ止めを通すための孔を約1200㎜の間隔で設ける。ただし、上部ランナ上端から400㎜以内に位置する孔は、

受渡当事者間の協定によって省略してもよい。

壁下地材の構成部材の寸法

単位 ㎜

⑷表　示
当社の日本産業規格製品（スタッド、ランナ等）には下記のマーク（刻印）が附してあります。

鋼製下地材 構成部材 附属金物 適用JISa）

壁下地材
スタッド、
ランナ、
振れ止め

スペーサ

JIS G 3302：�種類及び記号は、冷延原板のSGCC又はSGC400とし、熱延原
板はSGHC又はSGH400とする。めっきの付着量は、めっきの
付着量表示記号のZ12以上とする。

JIS G 3321：�種類及び記号は、冷延原板のSGLCC又はSGLC400とし、熱延
原板はSGLHC又はSGLH400とする。めっきの付着量は、めっ
きの付着量表示記号AZ90以上とする。

※注a）受入れ時の鋼材検査証明書などによって確認する。

材　　料

−　 −15



１  軽鉄壁下地標準割付図

軽鉄壁下地施工要領

施　工　手　順
⑴　墨出し
　　床モルタル仕上げをした後墨出しをします。
⑵　ランナ取り付け
　�　下ランナを空気銃（エアーガン）にて約900㎜ピッチに取
付けて行きます。
　　尚、上ランナも同じ要領で取付けます。
⑶　スペーサ取付け
　�　スタッドは間仕切の高さに合わせて切り揃え両端にスペー
サを取付けます。又同じ様にスペーサは約600㎜ピッチには
め込んで行きます。

⑷　スタッド建込み
　�　次にスタッドを下貼ボードの割付き合わせ300㎜又は450㎜
内外に位置し、墨出しを行います。

⑸　振れ止め取付け
　�　建込み後、振れ止めチャンネルを予めスタッドに打抜かれ
た穴に差込み、スペーサで振れ止めチャンネルを押え込めば
完了です。

⑹　防錆処理
　�　出入口等の開口補強箇所及びスイッチボックス、配管工事
カ所等の溶接部は必ず錆止め塗料を塗附し、防錆処理をほど
こします。

−　 −16



２  一般壁面施工詳細図
遮音間仕切施工例
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■建築工事軸組標準図
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施工例 ⑴天井高が異なる場合の施工詳細図

各部別工法並びに取付要領

⑵野縁受にランナーを取付ける場合の施工詳細図
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金属製建具廻り詳細図
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木製巾木 木製巾木 ビニル巾木

巾木取合い

壁取合い
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L型取合い

T型取合い
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JIS A 6517 日本産業規格認証取得工場 TC 0616001
広島県安芸高田市吉田町川本180-1

ＩＰ電話 050-3539-1962

ＩＰ電話 050-3531-7661

ＩＰ電話 050-3533-1349

２０１８．０７

●外壁下地材
●屋根下地材
●強力型角型間仕切下地材
●倉庫業法2500Ｎ/㎡仕様
●新角型間仕切下地材
●ふかし壁下地材
●SATOCK床下地システム
●耐震スマート天井
●ゆるまないブレース材上端取付金具スマートギヤロック
●耐震スマート天井ライト
●タンゴ天井
●ドウコ天井

●軽鉄天井・軽鉄壁下地材
●SATOCK耐震天井

広島県安芸高田市吉田町山手713-1

ＩＰ電話 050-3538-2580
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